
 

 

1 

 

 

第
四
五
五
回 

青
葉
会
句
会
報 

 

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日(

木)  
 

於
：
世
田
谷
区
役
所
支
部 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 
選 

 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

参 
加 
者 

 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

西
澤
國
護 

 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

 
 
 

 
 

投
句
・
選
句  

 
今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

 
田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

 
古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 
 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

 

早
川
允
章 
山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】
〇
は
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
一
点 

た
を
や
か
に
老
い
を
生
き
た
し
花
ゑ
ん
ど 

 

と
み
子 

 

（
紀
・
忠
・
く
・
健
・
〇
孝
・
龍
・
康
・ 

ゆ
・
び
・
允
・
昇
） 

 

十
点 

 

一
手
指
す
駒
の
響
き
や
梅
真
白 

 
 

孤
舟 

（
紀
・
く
・
た
・
己
・
國
・
〇
允
・
啓
・
け
・
天
・
盛
） 

 
 
 
 

白
魚
の
椀
で
量
ら
れ
浜
の
市 

 
 
 
 

仝 

（
く
す
・
紀
・
く
・
五
・
恵
・
清
・
康
・
び
・
天
・
三
） 

◎
友
の
手
を
握
っ
た
夜
の
別
れ
霜 

 
 

盛
雄 

（
く
す
・
紀
・
忠
・
孤
・
五
・
清
・
國
・
隆
・
百
・
啓
） 

 

八
点 

 

釘
煮
着
く
兄
の
筆
圧
や
や
弱
し 

 
 

と
み
子 

 

（
く
す
・
紀
・
忠
・
千
・
〇
堂
・
百
・
亜
・
〇
三
） 

 
 
 
 

天
か
ら
の
遊
び
の
誘
ひ
名
残
り
雪 

 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
孝
・
〇
己
・
堂
・
ゆ
・
正
・
け
・
〇
盛
） 

 
 
 
 

寄
り
添
ひ
て
住
め
ば
都
と
残
る
鴨 

 
 
 

昇 
 

（
く
す
・
忠
・
健
・
堂
・
ゆ
・
び
・
允
・
亜
） 

 

七
点 

 

花
冷
の
堂
の
絵
硝
子
十
二
使
徒 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
そ
・
紀
・
千
・
恵
・
清
・
康
・
昇
） 

 

六
点 

 

う
ら
ら
か
や
嬶
天
下
の
五
十
年 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
く
・
と
・
康
・
己
・
允
） 

 
 

し
な
の
ぢ
の
旧
駅
舎
に
は
春
暖
炉 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
清
・
び
・
規
・
け
・
天
） 

 
 
 

◎
雛
壇
の
婦
長
に
似
た
る
官
女
か
な 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
孤
・
健
・
〇
正
・
昇
・
盛
） 

 
 
 

◎
春
雪
の
一
片
乗
せ
て
長
寿
眉 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
孤
・
健
・
恵
・
と
・
堂
） 

        

病
み
し
友
な
に
も
語
ら
ず
花
吹
雪 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
紀
・
隆
・
雅
・
啓
・
規
・
三
） 

 
 
 

◎
廃
校
の
百
年
の
桜
少
年
老
ゆ 

 
 
 
 
 
 
  

盛
雄 

   

（
紀
・
孤
・
く
・
雅
・
國
・
天
） 

 

五
点 

 

祖
母
の
帯
手
に
な
つ
か
し
き
弥
生
か
な 

    

と
み
子 

 
 

（
紀
・
た
・
雅
・
啓
・
亜
） 

 
 
 

◎
幼
児
は
車
種
を
す
ら
す
ら
暖
か
し 

 
 
      

千
恵 

  
 

（
孤
・
健
・
〇
と
・
己
・
百
） 

      

◎
夜
半
の
雨
何
時
し
か
変
わ
り
な
ご
り
雪 

 

た
だ
し
げ  

 
 

（
紀
・
孤
・
〇
龍
・
雅
・
國
） 

 
 
 
 

春
疾
風
（
は
や
て
）
急
が
ぬ
道
を
急
（
せ
）
か
す
か
な 

 

恵
洲 

 
(

と
・
千
・
龍
・
雅
・
正
） 

        

雛
飾
り
老
ひ
来
し
日
々
を
思
い
出
し 

 
     

雅
夫 

 
 
 

（
そ
・
紀
・
忠
・
た
・
國
） 

 
 
 
 

梅
林
に
色
あ
り
風
に
香
り
あ
り 

 
 
 
 
   

國
護 

 
 
 

（
紀
・
千
・
た
・
孝
・
ゆ
） 

 

四
点 
 

釣
釜
の
揺
れ
収
ま
り
て
香
立
つ 

 
 
 
   

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
己
・
百
・
啓
） 

 
 
 
 

蕾
菜
の
ほ
の
か
な
辛
み
春
浅
し 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
た
・
堂
・
清
・
百
） 
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声
変
わ
り
の
選
手
宣
誓
山
笑
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
そ
・
紀
・
恵
・
け
） 

 
 
 
 

鼻
と
鼻
寄
せ
合
ふ
子
山
羊
草
青
む 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
そ
・
清
・
昇
・
規
） 

        
春
の
日
や
皆
耳
遠
し
同
期
会 

 
 
 
 
 
  

 

ゆ
た
か 

   

（
隆
・
雅
・
正
・
天
） 

 
 
 

◎
ゆ
で
た
て
の
パ
ス
タ
彩
る
春
野
菜 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
孤
・
く
・
と
・
〇
昇
） 

 
 
 
 

吾
子
帰
る
機
影
も
遥
か
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
    

（
紀
・
龍
・
百
・
盛
） 

 
 
 
 

時
移
り
事
去
る
故
郷
蓬
餅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

    

（
〇
く
す
・
紀
・
允
・
正) 

 

三
点 

 

蜃
気
楼
竜
宮
城
の
立
ち
上
が
る 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
健
・
〇
康
） 

 
 
 
 

黒
土
は
母
の
ぬ
く
も
り
春
耕
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
孝
） 

 
 
 
 

待
つ
と
い
ふ
豊
か
な
刻
や
初
音
聴
く 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
紀
・
び
・
盛
） 

 
 
 
 

雨
の
日
の
雨
の
初
音
と
な
り
に
け
り 

 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
紀
・
龍
・
允
） 

 
 
 
 

雉
鳴
く
や
潟
の
静
寂
を
切
り
裂
け
り 

 
 
 
 
    

仝 
 
 

（
〇
そ
・
紀
・
た
） 

 
 
 
 

更
の
靴
矯
め
つ
眇
め
つ
朝
う
ら
ら 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
  

（
と
・
己
・
亜
） 

 
 
 
 

暖
か
に
恍
惚
の
母
目
輝
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
そ
・
紀
・
規
） 

 
 
 
 

懐
紙
よ
り
懐
紙
に
移
す
雛
あ
ら
れ 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
恵
・
盛
） 

 
 
 
 

吾
を
見
る
や
鶯
の
声
共
に
歩
す 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
〇
紀
・
五
・
ゆ
） 

 
 
 
 

夜
と
朝
の
交
じ
り
合
ふ
空
春
霞 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

  
  (

龍
・
孝
・
け) 

 

二
点 

 

ワ
イ
ン
買
ひ
娘
等
妻
と
雛
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
國
・
隆
） 

 
 
 
 

上
着
を
脱
が
ん
龍
天
に
登
る 

 
 
 
 
 
  

 

五
郎
太 

 
 

（
孝
・
三
） 

        

春
昼
の
バ
ー
の
マ
テ
ニ
イ
の
ジ
ン
は
未
知 

 
 
 

千
恵 

 
  

（
紀
・
啓
） 

 
 
 
 

春
霞
多
摩
の
流
れ
を
遥
か
に
す 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
康
・
ゆ
） 

 
 
 
 

雪
国
の
人
に
別
れ
て
花
杏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
正
・
三
） 

 
 
 
 

猪
除
け
の
柵
荒
ら
さ
れ
し
雪
間
か
な 

 
 
 
 
 
  

仝 
 
 

（
く
す
・
昇
） 

 
 
 
 

越
前
の
春
や
廃
墟
の
破
砕
音 

 
 
 
 
 
 
 
   

仝 
 
 

（
紀
・
堂
） 

 
 
 
 

終
電
の
寝
息
澄
み
た
り
お
ぼ
ろ
月 

 
 
 
 
 

百
合
子    

 

（
け
・
亜
） 

 
 
 
 

天
魚
（
あ
ま
ご
）
喰
ふ
箸
の
先
な
る
紅
き
点 

 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
千
） 

 
 
 
 

野
蒜
（
の
び
る
）
引
き
ガ
リ
リ
と
齧
る
母
の
い
て 
  

仝 
 
 

（
紀
・
亜
） 

 
 
 
 

壷
焼
や
全
き
腸
の
あ
り
て
こ
そ 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
五
・
恵
） 

 
 
 

◎
夢
な
の
か
蜃
気
楼
見
た
若
き
日
も 

 
 
 
 
  

け
い
子 

  
 

（
孤
・
五
） 

 
 
 
 

木
目
彫
（
も
く
め
ぼ
り
）
小
さ
な
雛
を
仏
前
に 

 
  

天
牛 

  
 

（
紀
・
隆
） 

 
 
 

一
点 

◎
待
春
の
選
抜
野
球
釘
付
け
に 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
孤
） 

 
 
 
 

子
等
の
た
め
ミ
ニ
雛
飾
る
歯
医
者
さ
ん 

 
 
   

 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

春
一
番
蛮
勇
振
る
い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ 

 
 
 
  

 

堂
哉 

 
  

（
紀
） 

 
 
 
 

春
一
番
駐
輪
場
を
蹂
躙
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

仝 
 
 

（
規
） 

 
 
 
 

初
花
は
も
す
こ
し
先
と
花
芽
か
な 

 
 
 
 
   

千
恵 

 
 

（
五
） 

 
 
 
 

若
冲
発
見
永
の
眠
り
の
あ
と
の
春 

 
 
 
 
   

  

仝 
   

（
紀
） 

 
 
 
 

何
時
ま
で
も
日
陰
で
そ
っ
と
残
る
雪 

 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 

（
規
） 

鳴
く
声
が
目
覚
ま
し
代
わ
り
寒
鴉         

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

人
づ
て
に
聞
く
旧
師
の
訃
梅
寒
く 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

春
の
雪
犬
は
喜
び
駆
け
回
る 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
隆
） 



 

 

3 

 

 

 
 
 
 

後
輩
に
問
題
託
し
卒
業
す 

 
 
 
 
 
 
 
    

正
明 

 
 
 

（
千
） 

 
 
 
 

吾
が
妻
の
甘
き
風
吹
く
蓮
の
花 

 
 
 
 
 
    

規
雄 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

亡
き
妻
の
風
に
誘
わ
れ
蓮
の
花 

 
 
 
 
 
    

  

仝 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

春
暖
炉
い
る
日
い
ら
ぬ
日
繰
り
返
し 

 
 
 
    

國
護 

 
 
 

（
び
） 

 
 
 
 

丈
な
き
を
集
め
て
鉢
の
花
菜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

春
月
に
我
が
九
十
の
祈
り
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
） 

        

フ
レ
イ
ル
の
序
列
の
か
な
た
鳥
雲
に 

 
 
  

   
 

仝 
 
 
  

（
紀
） 

 
 
 
 

朝
食
の
レ
タ
ス
の
サ
ラ
ダ
歯
音
良
し 

 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
三
） 

 
 
 
 

桃
始
笑
（
も
も
は
じ
め
て
さ
く
）
翔
平
祝
ふ
空
も
蒼 

  

啓
子 

 
 
  

(

紀
） 

 
 
 

◎
桜
散
る
チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル
の
青
い
鳥 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
孤
） 

 
 
 
 

新
幹
線
敦
賀
の
海
に
春
の
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
天
） 

 

【
句 

 
 

評
】 

十
一
点
句 

た
を
や
か
に
老
い
を
生
き
た
し
花
ゑ
ん
ど 

 

と
み
子 

 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
年
齢
を
重
ね
た
ら
肩
肘
を
張
ら
ず
泰
然
と
生
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
し
な
や
か
に
蔓 

 
 
 
 
 
 
 

を
張
っ
て
伸
び
て
い
る
「
え
ん
ど
う
豆
の
花
」
に
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
共
感
し
ま 

す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
人
生
百
年
、
優
雅
に
生
き
た
い
も
の
だ
。
豌
豆
の
花
の
取
り
合
わ
せ
が
効
果
的
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
同
感
で
す
。 

 
 十

点
句  

一
手
指
す
駒
の
響
き
や
梅
真
白 

 
 
       

孤
舟 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
臨
場
感
が
あ
っ
て
、
駒
音
が
聞
こ
え
て
来
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
そ
こ
に
い
る
す
べ
て
の
人
が
緊
張
に
息
を
詰
め
て
い
る
中
、
長
考
後
の
一
手
。
季
語
の 

取
り
合
わ
せ
で
厳
し
い
戦
い
の
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
き
っ
と
上
等
な
駒
で
し
ょ
う
。
真
白
の
梅
の
色
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
将
棋
の
句
は
久
し
い
。
中
七
、
下
五
が
爽
や
か
。 

 
 
 
 
 

白
魚
の
椀
で
量
ら
れ
浜
の
市 

 
 
 
       

孤
舟 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
浜
で
は
そ
う
な
の
で
す
ね
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
椀
で
量
ら
れ
売
ら
れ
る
白
魚
。
浜
の
市
の
風
情
が
嬉
し
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・「
月
も
朧
に
白
魚
の…

」
と
、
春
を
告
げ
る
魚
だ
。
鮮
度
が
落
ち
易
い
の
で
、
浜
で
お
椀
に 

掬
っ
て
量
り
売
り
さ
れ
て
い
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
白
魚
を
碗
で
量
る
」
な
ん
て
素
朴
な
表
現
で
老
人
を
泣
か
せ
ま
す
ね
。 

友
の
手
を
握
っ
た
夜
の
別
れ
霜 

 
        

盛
雄 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
友
と
の
別
れ
を
予
感
さ
せ
る
握
手
で
な
い
こ
と
を
祈
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
長
の
別
れ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
春
に
な
っ
て
も
夜
は
ま
だ
寒
い
。
別
れ
霜
は
晩
春
の
季
語
の 

よ
う
で
す
が
、
効
い
て
い
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
高
齢
で
手
を
握
る
行
為
は
、
再
会
の
喜
び
よ
り
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
が
強
く
な
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
胸
に
沁
み
ま
し
た
。
最
近
は
友
と
別
れ
る
時
、
し
っ
か
り
と
手
を
握
り
ま
す
。 

 

八
点
句 

 

釘
煮
着
く
兄
の
筆
圧
や
や
弱
し 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
品
物
に
貼
ら
れ
た
配
送
伝
票
の
字
が
少
し
か
す
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
こ
と
で
お
兄
さ
ん  
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も
年
を
取
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
た
の
で
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
仲
の
良
い
兄
弟
？
で
す
ね
。
年
々
、
文
字
が
弱
々
し
く
な
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り 

ま
す
が
、
寂
し
い
も
の
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
故
郷
の
釘
煮
を
毎
年
送
っ
て
下
さ
る
兄
上
、
筆
圧
が
少
し
弱
く
な
っ
た
よ
う
な
と
気
遣
う 

妹(

弟)
 

歳
を
重
ね
た
兄
妹(

弟)

の
味
わ
い
で
し
ょ
う
か
・
・
・ 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
身
内
だ
か
ら
こ
そ
気
付
く
変
化
。
そ
こ
は
か
と
な
い
気
遣
い
も
い
い
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
遠
く
に
住
ん
で
い
る
兄
弟
の
こ
と
が
、
い
つ
も
と
違
う
「
頼
り
な
い
」
便
り
で
、
き
が
か
り
だ

が
、
一
方
で
、
そ
れ
は
自
分
の
思
い
過
ご
し
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
「
や
や
」
弱
し
な
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
「
釘
煮
」
が
効
い
て
く
る
。
日
常
で
ふ
と
立
ち
止
ま
る
一
瞬
の
「
感
性
」

が
好
き
で
す
。 

天
か
ら
の
遊
び
の
誘
ひ
名
残
り
雪 

 
 
 

忠
彦 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
に
ひ
か
れ
ま
し
た
、
淡
雪
の
中
で
ダ
ン
ス
を
し
た
く
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
天
か
ら
の
遊
び
の
誘
い
の
表
現
が
面
白
い
で
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
佳
句
。
ど
ん
な
遊
び
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

寄
り
添
ひ
て
住
め
ば
都
と
残
る
鴨 

 
 
 
 

昇 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
人
も
残
る
鴨
も
寄
り
添
っ
て
住
め
ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
の
で
し
ょ
う
ね 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
う
ち
の
近
所
の
池
に
も
毎
年
い
ま
す
！ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ご
夫
婦
の
つ
つ
ま
し
や
か
な
ご
様
子
が
伺
え
ま
す 

亜
也
さ
ん
・
・
・
鴨
の
気
持
ち
も
よ
く
分
か
る
。
も
っ
と
も
鴨
は
繁
殖
の
相
手
を
毎
年
換
え
る
の
だ
と
か
。 

 

七
点
句 

花
冷
の
堂
の
絵
硝
子
十
二
使
徒 

 
 
 

と
み
子 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
我
が
散
歩
コ
ー
ス
に
あ
る
、
碑
文
谷
サ
レ
ジ
オ
教
会
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
髣
髴
。
季
語
花
冷 

え
が
良
く
似
合
う
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
十
二
使
徒
の
描
か
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
美
し
い
チ
ャ
ペ
ル
。
花
冷
で
厳
粛
さ
が
増
す
。 

 

六
点
句 

う
ら
ら
か
や
嬶
天
下
の
五
十
年 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
尻
に
敷
か
れ
て
半
世
紀
、
し
か
し
屈
辱
感
は
な
い
よ
う
だ
。「
う
ら
ら
か
」
で
円
満
さ
が
窺
え 

る
。 

 
 
 
 

し
な
の
ぢ
の
旧
駅
舎
に
は
春
暖
炉 

 
 

と
み
子 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
旧
駅
舎
の
暖
炉
は
薪
が
焚
か
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
赤
々
と
燃
え
て
い
る
の
で
し
ょ 

う
。 

 
 
 
 

雛
壇
の
婦
長
に
似
た
る
官
女
か
な 

 
 
 

堂
哉 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
雛
段
の
官
女
は
、
長
ら
く
病
院
で
お
世
話
に
な
っ
た
婦
長
さ
ん
の
よ
う
な
温
和
な
眼
差
し
を 

し
て
い
る
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
病
院
の
婦
長
さ
ん
が
雛
壇
の
官
女
に
似
て
い
る
な
ん
て
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
病
院
の
婦
長
さ
ん
に
似
て
良
い
お
顔
を
さ
れ
て
い
る
三
人
官
女
。
そ
れ
と 

も
逆
に
怖
い
お
人
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

春
雪
の
一
片
乗
せ
て
長
寿
眉 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
百
歳
の
村
山
富
市
元
首
相
の
眉
に
は
、
既
に
真
っ
白
な
春
雪
が
載
っ
て
い
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
村
山
元
首
相
の
俤
？ 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
老
翁
の
顔
が
見
え
ま
す
！
長
年
、
お
目
に
か
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が 
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病
み
し
友
な
に
も
語
ら
ず
花
吹
雪 

 
 

百
合
子 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
花
吹
雪
」
は
友
と
の
再
会
の
喜
び
表
現
か
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
同
じ
経
験
が
あ
り
ま
す
。
窓
辺
に
は
花
び
ら
が
白
く
舞
い
、
別
れ
を
予
感
さ
せ
ま
し
た
。
胸
が 

詰
ま
り
ま
す
。 

 
 
 
 

廃
校
の
百
年
の
桜
少
年
老
ゆ 

 
 
 
 
  

 
 

盛
雄 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
創
立
百
年
の
学
校
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
桜
の
木
と
老
卒
業
生
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
「
百
年
の
桜
」
は
「
百
年
桜
」
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
校
舎
の
板
ば
り
の
様
子
ま
で
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
校
舎
に
勉
ん
だ
少
年
も
す
っ
か
り 

お
爺
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。 

 

五
点 

 

祖
母
の
帯
手
に
な
つ
か
し
き
弥
生
か
な 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
春
の
ひ
と
日
、
久
し
ぶ
り
の
帯
を
締
め
る
。
お
祖
母
様
か
ら
頂
い
た
帯
だ
。
手
に
馴
れ
た
帯
地 

は
柔
ら
か
く
、
お
祖
母
さ
ま
の
ぬ
く
も
り
ま
で
も
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
た
を
や
か
な
時
間
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
触
感
で
思
い
出
す
日
々
。 

 
 
 
 

幼
児
は
車
種
を
す
ら
す
ら
暖
か
し 

 
 
  

 
 
 

千
恵 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
特
に
三
・
四
歳
の
男
の
子
は
、
乗
用
車
の
車
種
や
新
幹
線
の
型
式
を
一
発
で
言
い
当
て
て
驚

か
さ
れ
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
日
常
の
う
れ
し
い
驚
き
を
、
読
者
に
分
か
り
や
す
く
整
え
ら
れ
た
と
感
心
し
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
次
々
と 

“
ボ
ル
ボ
”“
ア
ウ
デ
ィ
”“
ジ
ャ
ガ
ー
”“
フ
ェ
ラ
ー
リ
” 

 

等
々
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
る
さ
ま
は
、
驚
き
で
も
あ
り
可
愛
ら
し
く
も
あ
り
、
た
ま
り
ま
せ 

 

ん
。 

      
 

夜
半
の
雨
何
時
し
か
変
わ
り
な
ご
り
雪 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
夕
方
以
来
し
と
し
と
と
降
り
続
い
て
い
た
雨
が
、
深
夜
に
な
っ
て
急
に
大
粒
の
雪
片
に 

変
わ
っ
た
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
な
ん
と
言
う
巧
ま
ざ
る
自
然
の
妙
技
の
一
齣(

こ
ま)

 

嬉
し
く
な
り
長
生
き
し
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 

春
疾
風
（
は
や
て
）
急
が
ぬ
道
を
急
（
せ
）
か
す
か
な 
 

恵
洲 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
軽
味 

や
俳
諧
味
を
感
じ
ま
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
春
の
強
風
が
吹
け
ば
誰
で
も
急
ぎ
足
に
な
り
ま
す
。 

        

雛
飾
り
老
ひ
来
し
日
々
を
思
い
出
し 

 
 
 
 
  

雅
夫 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
雛
飾
り
を
通
じ
て
若
き
日
を
懐
か
し
ん
で
い
る
様
子
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
「
老
ゆ
」
が
元
と
な
る
こ
の
言
葉
は
間
違
え
る
こ
と
の
多
い
動
詞
で
す
が
、
こ
れ
は 

ヤ
行
上
二
段
活
用
で
す
の
で
「
老
い
」
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
老
ひ
」
は
誤
り
、
新
旧
仮
名
と
も
「
老
い
」
が
正
し
い
。
下
五
は
旧
仮
名
な
ら 

「
思
ひ
し
」
で
す
ね
。 

 
 
 
 

梅
林
に
色
あ
り
風
に
香
り
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
れ
と
い
っ
た
匂
い
の
な
い
季
節
に
梅
の
香
は
際
立
っ
て
ま
す
よ
ね
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
き
い
た
調
子
の
い
い
句
で
す 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
梅
林
の
風
情
を
句
に
リ
ズ
ム
感
を
持
た
せ
て
気
持
ち
が
良
い
。 

紀
久
男
・
・
・
・
色
あ
り
・
・
香
り
あ
り
・
・
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
効
い
て
い
る
。 

 

四
点 
 

釣
釜
の
揺
れ
収
ま
り
て
香
立
つ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
静
謐
な
茶
室
の
光
景
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
び
ま
す
。 
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蕾
菜
の
ほ
の
か
な
辛
み
春
浅
し 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
に
一
工
夫
欲
し
い
か
な
？
と
は
思
い
ま
す
が
、
春
を
呼
ぶ
蕾
菜
で
頂
き
ま
し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
蕾
菜
通
じ
て
春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
春
先
の
辛
み
苦
み
の
野
菜
を
天
ぷ
ら
に
す
る
楽
し
み
、
ま
さ
に
日
本
の
味
覚
！ 

 
 
 
 

声
変
わ
り
の
選
手
宣
誓
山
笑
ふ 

 
 
 
 
 
 
  

健
介 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
少
年
と
青
年
の
移
り
目
の
若
者
の
青
春
譜
。
い
い
ね
。 

 
 
 
 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
下
五
の
季
語
が
旧
仮
名
な
の
で
、
上
五
も
「
声
変
は
り
の
」
と
旧
仮
名
に
す
べ
き
で
は
。 

        

春
の
日
や
皆
耳
遠
し
同
期
会 

 
 
 
 
 
  

 

ゆ
た
か 

  
  

隆
さ
ん
・
・
・
・
高
齢
の
同
期
会
は
談
笑
と
い
っ
て
も
聞
こ
え
ず
成
立
せ
ず
。
会
う
だ
け
で
嬉
し
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
何
年
入
社
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
葉
会
の
皆
さ
ん
も
、
そ
ろ
そ
ろ
老
境
に
入
っ
た
の
で
し
ょ 

う
か
。 

 
 
 

◎
ゆ
で
た
て
の
パ
ス
タ
彩
る
春
野
菜 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
  

 

孤
舟
選
者
・
・
・
蕗
・
た
け
の
こ
・
た
ら
の
芽
ほ
か
彩
と
り
ど
り
の
旬
の
野
菜
を
絡
め
た
パ
ス
タ
が
茹
で
上
が
っ

た
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
春
野
菜
パ
ス
タ
は
彩
り
豊
か
で
誠
に
美
味
し
そ
う
。
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

吾
子
帰
る
機
影
も
遥
か
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 
 
  

昇 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
東
京
勤
務
初
孫 

お
正
月
早
々
の
羽
田
着B

oei
n
g 

機
に
て
帰
任
せ
り
。
ヤ
レ
ヤ
レ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
機
影
が
雲
に
ま
ぎ
れ
て
見
え
な
く
な
る
ま
で
佇
ん
で
見
送
る
そ
の
心
情
、
あ
り
が
た
く
も
切
な 

い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
遠
隔
地
か
ら
か
、
海
外
か
ら
か
久
し
振
り
に
帰
っ
て
き
た
ご
子
息
が
赴
任
地
へ
帰
っ
て
行
く
。 

〝
遥
か
鳥
雲
に
〟
で
心
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 

時
移
り
事
去
る
故
郷
蓬
餅 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

盛
雄 

  
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
「
次
点
」
で
す
。 

 

三
点 

 

蜃
気
楼
竜
宮
城
の
立
ち
上
が
る 

 
 
 
 
 
 
  

孤
舟 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
蜃
気
楼
に
竜
宮
城
が
立
ち
上
が
る
と
云
う
壮
大
な
イ
メ
ー
ジ
。 

 
 
 
 

待
つ
と
い
ふ
豊
か
な
刻
や
初
音
聴
く             

孤
舟 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
初
音
を
待
つ
詩
人
の
豊
か
な
心
。
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

雨
の
日
の
雨
の
初
音
と
な
り
に
け
り 

 
 
 
   

く
に
お 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
幼
時
ト
タ
ン
屋
根
の
平
屋
に
住
み
し
頃 

屋
根
を
叩
き
始
め
る
雨
音 

想
起 

懐
か
し
。 

此
の
句 

真
意
知
り
度
し
。 

 
 
 
 

雉
鳴
く
や
潟
の
静
寂
を
切
り
裂
け
り 

 
 
 
   

く
に
お 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
雉
の
鳴
き
声
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

紀
久
男
・
・
・
切
れ
字
を
気
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
す
が
、
雉
鳴
い
て 

に
さ
れ
た
ら
如
何
か
と
・
・ 

※
康
敏
さ
ん
・
・
切
字
「
や
」
と
「
け
り
」
の
併
用
は
タ
ブ
ー
で
す
。➡

「 

雉
鳴
い
て
潟
の
静
寂
を
切
り
裂 

け
り
」。
も
し
、
上
五
に
切
字
を
使
う
な
ら
二
句
一
章
に
す
る
べ
き
で
す
。 

（
例
「
雉
鳴
く
や
日
は
し
ろ
が
ね
の
つ
め
た
さ
に 

上
村
占
魚
」
）。 

尚
、
今
回
の
出
句
の
中
に
は
、
他
に
も
切
字
の
使
用
法
が
不
適
切
な
句
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
ね
。 

 
 
 
 

更
の
靴
矯
め
つ
眇
め
つ
朝
う
ら
ら 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
矯
め
つ
眇
め
つ
と
い
う
言
葉
で
お
気
に
入
り
の
靴
と 

よ
く
分
か
り
ま
す
。
更
の
靴
を
履
い
て

お
で
か
け
の
ワ
ク
ワ
ク
感
も
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
モ
ノ
へ
の
執
着
も
大
事
。「
更
」
は
「
新
」
の
方
が
い
い
か
も
。 
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懐
紙
よ
り
懐
紙
に
移
す
雛
あ
ら
れ 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
雛
あ
ら
れ
の
お
裾
分
け
。
日
本
の
女
の
子
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
優
し
さ
。 

 
 
 
 

吾
を
見
る
や
鶯
の
声
共
に
歩
す 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
私
が
歩
く
の
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
鳴
く
鶯
、
下
五
が
い
い
で
す
ね
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
鶯
の
声
と
と
も
に
歩
む
表
現
が
い
い
で
す 

 
 二

点 
 

ワ
イ
ン
買
ひ
娘
等
妻
と
雛
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
女
だ
け
の
家
族
の
親
父
と
し
て
は
ワ
イ
ン
を
友
に
し
た
い
か
も
。
説
明
調
の
感
あ
り
。 

「
娘
ら
と
ワ
イ
ン
で
乾
杯
雛
祭
り
」
で
は
。
「
雛
祭
り
」
な
ら
「
娘
等
」
を
主
役
に
置
い
て
も 

い
い
で
し
ょ
う
。 

        

春
昼
の
バ
ー
の
マ
テ
ニ
イ
の
ジ
ン
は
未
知 

 
 
 

千
恵 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子
さ
ん
・
・
・
春
昼
の
マ
テ
ニ
ィ
、
な
か
な
か
都
会
的
で
カ
ッ
コ
好
い
絵
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
ジ
ン
も 

工
夫
を
し
て
新
し
い
も
の
が
出
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
初
め
て
の
ジ
ン
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

春
霞
多
摩
の
流
れ
を
遥
か
に
す 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
い
つ
も
の
多
摩
川
が
春
霞
に
よ
っ
て
遠
く
も
や
っ
て
い
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

 
 
 
 

越
前
の
春
や
廃
墟
の
破
砕
音 

 
 
 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
地
震
が
絶
え
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す 

不
気
味
な
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 

終
電
の
寝
息
澄
み
た
り
お
ぼ
ろ
月 

 
 
 
 
 

百
合
子      

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
電
車
自
体
の
擬
人
化
と
理
解
。
車
内
灯
を
落
と
し
て
車
庫
で
眠
る
姿
を
想
像
。 

 
 
 
 

天
魚
（
あ
ま
ご
）
喰
ふ
箸
の
先
な
る
紅
き
点 

 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
天
魚
の
胴
体
に
あ
る
可
愛
ら
し
い
紅
き
点
、
気
づ
け
ば
箸
の
先
に
つ
い
て
る
わ
、
ほ
ほ
ほ
っ
て 

感
じ
で
す
か
。 

 
 
 
 

野
蒜
（
の
び
る
）
引
き
ガ
リ
リ
と
齧
る
母
の
い
て 

 

啓
子 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ち
ょ
っ
と
し
た
豪
快
さ
。
付
い
て
た
土
は
一
皮
剥
け
ば
取
れ
る
と
い
う
こ
と
。 

紀
久
男
・
・
・
・
ガ
リ
リ
を
片
仮
名
に
し
た
の
が
良
い
。
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
。 

 
 
 

壷
焼
や
全
き
腸
の
あ
り
て
こ
そ 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
そ
の
通
り
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
栄
螺
の
壺
焼
き
。
腸(

は
ら
わ
た)

が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
て
こ
そ
の
価
値
。
同
感
。 

 
 
 
 

夢
な
の
か
蜃
気
楼
見
た
若
き
日
も 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
  

孤
舟
選
者
・
・
・
蜃
気
楼
は
夢
幻
（
ゆ
め
ま
ぼ
ろ
し
）
の
世
界
。
若
き
日
も
そ
の
中
に
溶
け
込
ん
で
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
春
先
の
海
で
見
た
の
か
、
心
の
中
で
大
き
な
夢
を
見
た
の
か
。
若
き
日
々
の
懐
旧
は
苦
く
、 

甘
い
。 

 
 
 
 

木
目
彫
（
も
く
め
ぼ
り
）
小
さ
な
雛
を
仏
前
に 

 
 

天
牛 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
逝
き
し
人
と
も
雛
祭
り
を
祝
う
や
さ
し
さ
。「
仏
壇
に
」
と
し
て
も
よ
い
。 

  

一
点 

 

待
春
の
選
抜
野
球
釘
付
け
に 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
   

 

孤
舟
選
者
・
・
・
今
年
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
但
し
季
語
「
待
春
の
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
春
塵
の
」
で
は
。
※
句
会
の
中
で
も
「
待
春
」
は
季
語
と
し
て
冬
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
の
で
、 

選
抜
野
球
と
合
わ
せ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
話
題
に
な
っ
た
。 
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初
花
は
も
す
こ
し
先
と
花
芽
か
な 

 
 
 
 
 
 
  

千
恵 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
今
年
は
桜
の
開
花
が
遅
く
、
気
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 

春
の
雪
犬
は
喜
び
駆
け
回
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
雪
国
の
犬
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
思
わ
ぬ
雪
は
犬
も
人
も
喜
ば
す
。 

        

フ
レ
イ
ル
の
序
列
の
か
な
た
鳥
雲
に 

 
 
  

 
  

び
ん 

 
 
 

 
 
 

び
ん
さ
ん
（
自
句
自
解
）・
・
近
年
フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を
新
聞
な
ど
で
よ
く
見
る
。
加
齢
に
よ
り
兆
す 

精
神
的
身
体
的
機
能
の
切
な
い
虚
弱
症
候
群
を
言
う
よ
う
だ
。 

そ
う
言
え
ば
“
フ
レ
イ
ル
”
と
は
西
洋
歌
舞
伎
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
「
名
言
十
選
」
に
あ 

る
台
詞
で
「
弱
者
」
の
意
。「
弱
き
者
よ
汝
の
名
は
女
な
り
・
福
田
恒
存
訳
」 

つ
い
で
に
言
う
と
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
と
芭
蕉
は
元
禄
宝
永
の
世
に
生
き
て
お
二
人
と
も5

1

歳
で
成
仏
さ
れ
た
。 

 
 
 
 

桜
散
る
チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル
の
青
い
鳥 

 
 
 
 
  

百
合
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
散
る
・
チ
ル
・
チ
ル
・
ミ
チ
ル
の
言
葉
遊
び
が
楽
し
い
。 

桃
始
笑
（
も
も
は
じ
め
て
さ
く
）
翔
平
祝
ふ
空
も
蒼 

  

啓
子 

 
 
  

紀
久
男
・
・
・
大
谷
の
結
婚
を
祝
い
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
へ
の
移
籍
を
歓
迎
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

新
幹
線
敦
賀
の
海
に
春
の
雪 

 
 
 
 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
冷
た
い
日
本
海
も
新
幹
線
で
賑
わ
っ
て
め
で
た
い
事
で
す
。
春
の
雪
が
き
い
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
次
回
四
月
句
会
（
第
四
金
曜
日
！
）、
次
々
回
五
月
吟
行
の
ご
案
内
】 

四
月
青
葉
会
・
・
・
今
月
は
第
四
金
曜
日2

6

日
で
す
！ 

ご
注
意
下
さ
い
‼ 

 

☆
令
和
六
年
四
月
二
十
六
日(

金)  
 

1
3

時
～1

6

時
半 

 

世
田
谷
区
役
所
三
軒
茶
屋
支
所（
茶
沢
通
り
に
面
し
て
） 

 

５
階 

会
議
室
・
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 

 
 

ご
出
席
の
方 

当
季
雑
詠
５
句 

 

ご
投
句
の
方 

同
２
句 
 

を
目
処
に 

お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

締
切
日 

 
 

四
月
二
十
四
日（
水
）午
前
中
ま
で
に 

星
田
宛
メ
ー
ル
或
い
はF

A
X

に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

      
      
       

      
      
       

      
      
       

☆
令
和
六
年
五
月
二
十
三
日(

木)  
 

恒
例
の
初
夏
の
吟
行
で
す
。

 

 
 

吟
行
の
場
所 

港
区
白
金
台 

自
然
教
育
園 

（
港
区
白
金
台
五-

二
十
一-

五 

電
話
：0

3
-3

4
4
1
-7

1
7
6
 

） 

 
 

※
交
通
手
段 

J
R

山
手
線
目
黒
駅
東
口
、
東
急
目
黒
線
目
黒
駅
よ
り
目
黒
通
り
を
東
へ
徒
歩
約1

0

分 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
、
都
営
地
下
鉄
三
田
線
白
金
台
駅
１
番
出
口
よ
り
目
黒
通
り
を
西
へ7

分 

 
 

吟
行
後
の
句
会
場
所 

大
田
区
東
五
反
田 

マ
ン
シ
ョ
ン
集
会
所
（
孤
舟
選
者
の
ご
紹
介
・
数
回
実
施
） 

 
 

 

※
吟
行
集
合
場
所
・
食
事
等
詳
細
未
定
。
ご
案
内
は
次
回
会
報
に
て
詳
細
ご
連
絡
致
し
ま
す
。 
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❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
句 
会 

報
】 

一
、 

三
月
の
青
葉
会
は
会
場
確
保
の
関
係
で
本
来
の
第
四
木
曜
日
を
第
三
木
曜
日
と
し
た
関
係
で
ご
出
席
者
が
幾

分
少
な
く
八
名
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
出
句
戴
き
ま
し
た
方
々
は
二
十
六
名
、
出
句
数
は
八
十
二
句
で
し
た
。
選
者
、
孤
舟
さ
ん
の
も
と
、
進
行
は

い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
で
和
や
か
に
披
講
も
賑
や
か
に
進
み 

結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に
と
み
子
さ
ん
が
十
一

点
の
高
得
点
、
続
い
て
孤
舟
さ
ん
、
関
西
か
ら
盛
雄
さ
ん
の
十
点
と
、
十
点
台
が
３
句
と
な
り
ま
し
た
。 

句
評
、
短
評
も
多
く
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

喉
通
る
生
命
の
重
さ
白
魚
汲
む 

 
 
 

竜
天
に
象
形
文
字
の
月
と
雨 

 
 
 

白
魚
汲
む
犇
め
く
眼
あ
り
に
け
り 

 
 
 

た
ま
し
ひ
の
蠢
い
て
ゐ
る
蝌
蚪
の
紐 

 
 
 

雪
解
川
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
を
溢
れ
出
づ 

 

三
、
関
係
者
近
詠 

 

腹
部
大
動
脈
瘤
破
裂 

緊
急
手
術
受
く 

生
存
率
五
分
の
生
還
天
高
し 

 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

秋
耕
の
鎌
を
手
に
し
て
ゐ
て
探
す 

 
 
 
 
 
 

陽
充 

搬
送
先
は
救
命
士
頼
り
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

虫
す
だ
く
和
し
て
同
ぜ
ぬ
声
一
つ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

秋
冷
のICU

へ
医
師
走
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

あ
ぶ
れ
蚊
を
発
止
と
い
み
じ
う
し
た
り
顔 

 
 
 
 

仝 

特
選 

退
院
の
一
斉
メ
ー
ル
草
の
花 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

昏
れ
て
ひ
ぐ
ら
し
旅
の
仕
度
を
急
か
す
か
に 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
見
て
ゐ
て
頬
を
濡
ら
し
け
り 

 
 

仝 

 
 
 

襟
章
の
無
き
襟
止
ま
れ
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 

弘
子 

 
 
 
 

 
 
 

鮎
釣
り
の
膝
分
け
流
る
甲
斐
の
川 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

妻
逝
き
て
よ
り
啄
木
鳥
の
来
ず
な
り
ぬ 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

 
 
 

稲
架
の
空
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
鷹
の
凧 

 
 
 

仝 

 
 
 

絵
に
動
く
「
種
を
ま
く
人
」
秋
の
館 

 
 
 

仝 
 
 
 

秋
芝
居
女
の
一
念
空
回
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

木
の
実
踏
む
硬
き
靴
音
蛇
笏
の
忌 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

ま
た
転
び
妻
の
溜
息
身
に
入
み
て 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

さ
ら
さ
ら
と
さ
ら
さ
ら
と
今
朝
芒
叢 
 
 
 

仝 
 
 
 

リ
ハ
ビ
リ
の
往
き
に
帰
り
に
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

錆
手
摺
伝
ひ
伝
ひ
て
残
る
虫 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

虎
狂
（
ト
ラ
キ
チ
）
か
ら
紅
白
饅
頭
十
六
夜 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
 

森
の
座
一
月
号 

選
者 

横
澤
放
川
（
日
経
俳
壇
選
者
） 

 
 
 
 
 
 

※
こ
の
同
人
の
弘
子
さ
ん
（
元
・
青
葉
会
）
は
能
登
の
ご
出
身
。
今
回
の
地
震
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ 

親
類
縁
者
の
皆
さ
ま
に
は
全
員
ご
無
事
で
し
た
由
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。(

紀
久
男) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖ 
 

怪
我
抱
く
は
力
士
の
矜
持
桜
満
つ 

 
 
 
 

盛
雄 

 
  

年
ご
と
に
増
す
寂
し
さ
や
花
の
下 

 
 
 

た
か
し 

               

令
和
六
年
四
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 
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